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環境生命自然科学研究科長殿[bookmark: _Hlk196742045]＜作成にあたってのお願い＞

学 位 審 査 報 告 書代議員会議の資料となりますので、
学位プログラム長・コース長・主査・副査の署名または記名押印まで完成させた原本（紙）を提出してください。


	下記のとおり学位審査を行いましたので報告します。
	提出日：令和　　X　　年　　X　　月　　X　　日


主査がコース長の場合も再度記載してください
学位論文題目が書類により異なることが多々あります。
齟齬がないようにご注意ください。
副査の枠は区切っていません。
複数名を続けて記載してください。
署名　または　名前を入力して印
署名　または　名前を入力して印

	学位プログラム長
署名または記名押印
	
	学位プログラム会議
	令和　　X　年　　X　月　　X　日

	コース長
署名または記名押印
	署名　または　名前を入力して印

	主　　査
署名または記名押印
	

	副　　査
署名または記名押印
	署名　または　名前を入力して印
署名　または　名前を入力して印




	学位申請者
	環境生命自然科学研究科
	○○○
	学位プログラム

	
	コース
	○○○

	
	学生番号
	○○○

	
	氏　　名
	○○○

	
	正指導教員
	○○○
	教授・准教授・講師・助教

	学位論文題目
（題目が英語の場合は和訳を付記）
	○○○（題目が英語の場合は和訳を付記してください。）



	学位論文審査結果の要旨「学位論文審査結果の要旨」については、岡山大学図書館の学術成果リポジトリにて公表されます。

主査は、評価委員・参考人による『質保証・専門的観点』と、学位審査委員会での『客観性・公平性の観点』、双方の内容を、評価委員・参考人の協力を得つつ、どのような基準で審査したのか、わかりやすく詳細に記述してください。

博士の表記は、博士（理学・工学・環境学・農学・学術）としてください。
「学術博士」などの表記は使用できません。


	[bookmark: _GoBack]コース長は、コース会議終了後、Wordファイル（署名・押印なし）を大学院担当へメールで送ってください。提出後に修正が入った場合は改めて提出してください。

送付先：自然系学務課 学位申請業務専用gnstoffice@adm.okayama-u.ac.jp
博士（　）は付けず、
環境学　・　農学　・　理学　・　工学　・　学術　のうち、
いずれかを記載してください。
[bookmark: _Hlk137214547][bookmark: _Hlk137214548]【記入例】　✕ 博士（学術）　　○ 学術


	論文発表会開催日
	令和　　X　年　　X　月　　X　日
	最終試験の結果
	合　　・　　否

	付記する専攻分野の名称
	学術
	コース会議
	令和　　X　年　　X　月　　X　日
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